
【別表１】計画期間における目標事業量（ニーズ量の見込みと確保方策）

１－１　幼児期の学校教育・保育における目標事業量（ニーズ量の見込みと確保方策）

量の見込み(確
保すべき量)

確保方策 確保不足数
量の見込み(確
保すべき量)

確保方策 確保不足数
量の見込み(確
保すべき量)

確保方策 確保不足数
量の見込み(確
保すべき量)

確保方策 確保不足数
量の見込み(確
保すべき量)

確保方策 確保不足数

３歳児～５歳児 1,611 1,940 充足 1,586 1,940 充足 1,576 1,940 充足 1,563 1,940 充足 1,562 1,940 充足

計 1,611 1,940 充足 1,586 1,940 充足 1,576 1,940 充足 1,563 1,940 充足 1,562 1,940 充足

３歳児～５歳児 1,637 1,881 充足 1,721 1,983 充足 1,818 1,983 充足 1,911 1,983 充足 1,959 1,983 充足

計 1,637 1,881 充足 1,721 1,983 充足 1,818 1,983 充足 1,911 1,983 充足 1,959 1,983 充足

０歳児 352 386 充足 353 389 充足 347 389 充足 343 389 充足 341 389 充足

１～２歳児 1,219 1,363 充足 1,312 1,388 充足 1,319 1,388 充足 1,293 1,388 充足 1,275 1,388 充足

計 1,571 1,749 充足 1,665 1,777 充足 1,666 1,777 充足 1,636 1,777 充足 1,616 1,777 充足

特定教育・保育施設

幼稚園(新制度以外)等

認可外保育施設

幼児期の学校教育の利用希望が強い

上記以外

特定教育・保育施設

幼稚園(新制度以外)等

認可外保育施設

特定教育・保育施設

特定地域型保育事業

認可外保育施設

特定教育・保育施設

特定地域型保育事業

認可外保育施設

資料２
令和元年10月７日

第３回子どもプラン推進地域協議会

1,219量の見込み

確保方策

確保方策合計

確保不足数

※・特定教育・保育施設・・・保育所、認定こども園、子ども・子育て支援新制度に移行した幼稚園
　 ・幼稚園(新制度以外)等・・・上記以外の幼稚園、幼稚園類似施設、無認可幼児施設

２号認定
(令和元年度定員：1,089人)

３号認定(０歳)
(令和元年度定員：979人

※０～２歳の定員)

３号認定(１～２歳)
(令和元年度定員：979人

※０～２歳の定員)

充足

確保方策

1,831

― ―

152 152

1,959

1,831

389

充足

充足

確保方策合計

確保不足数

1,940

充足

―

1,940

充足

確保方策合計

確保不足数

確保方策

確保方策

令和４年度

令和元年度定員

１号

―

１号相当：2,296人、２号相当：1,089人、３号相当：979人

令和５年度 令和６年度

1,849

―

量の見込み
285

1,352

299

1,422

1,881

２号

３号

令和２年度 令和３年度

316

1,502

教育・保育の量の見込み(ニーズ量)及び確保方策

(参考資料)教育・保育の量の見込み(ニーズ量)及び確保方策の内訳

令和６年度

1,562

91

1,849

令和４年度

1,576

91

1,849

令和３年度

1,586

91

1,849

量の見込み

１号認定
(令和元年度定員：2,296人)

―

1,940

充足

令和５年度

1,563

91

1,940

充足

1,983

充足 充足

令和２年度

1,611

91

1,849

―

1,940

充足

1,818

1,831

―

152

1,983

充足

1,721

1,831

―

152

1,983

1,911

343

222

59

108

1,983

量の見込み

確保方策合計

1,637

1,726

―

155

量の見込み合計

確保不足数

347

222

59

108

389

充足

353

222

59

108

389

充足

（１）教育・保育提供区域の設定
市は、「量の見込み」・「確保方策」を設定する単位として、地域の実情に応じて保護者や子どもが居宅より容易に移動することが可能な区域（教育・保育提供区域）を設定します。本市では市域が狭いことを考慮し、市全域で１区域として設定します。

（２）幼児期の学校教育・保育、地域子ども・子育て支援事業の量の見込みと提供体制の確保について
　市は、「教育・保育（幼稚園・保育所・認定こども園・小規模保育事業等）」、「地域子ども・子育て支援事業（延長保育・一時預かり・学童クラブ・地域子育て支援拠点事業等）」について、人口推計及びアンケート調査と、必要に応じて利用者実績等も加味した上で、各事業における
利用者ニーズを把握し、「量の見込み」として算出しました。なお、この「量の見込み」に表れた利用者ニーズを満たすために「確保方策」を定めます。

備考
・１号認定については、幼稚園と認定こども園の短時間利用、市で保護者補助を行っている幼児教育施設も含めています。※人数については、各園の実利用者数を基に記載しています。
・２号認定と３号認定については、認可保育所、小規模保育施設、家庭的保育施設と、東京都の認証保育所も含めています。

1,319

946

167

275

1,388

充足

1,312

946
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275

1,388

充足

1,275

946

167

275

1,388

充足

1,293

946
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333

1,578

341

1,618
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充足

275

1,388

充足
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１－２　地域子ども・子育て支援事業における目標事業量（ニーズ量の見込みと確保方策）

低学年 高学年 低学年 高学年 低学年 高学年 低学年 高学年 低学年 高学年

１年生 474 486 504 511 502
２年生 414 424 440 446 438
３年生 339 347 360 365 359
４年生 123 127 125 136 139
５年生 114 125 130 127 138
６年生 123 114 126 130 128

1,320 480 1,370 480 1,370 480 1,370 480 1,370 480
充足 充足 充足 充足 充足 充足 充足 充足 充足 充足

一時預かり事業（預かり保育・一時保育）
１号
２号

一時預かり（保育所）
一時預かり（すくすく
泉）
ファミリー・サポート・
センター
※ﾄﾜｲﾗｲﾄｽﾃｲ

利用者支援に関する事業(利用者支援事業)

・市内12か所の私立幼稚園及び認定こども園にて、各施設の実態に応じた
預かり保育が実施されており、市は支援しています。

・市内６か所の保育所と、すくすく泉、ファミリー・サポート・センター事業で実
施します。
・ファミリー・サポート・センターについては、地域での多様な子育て支援の需
要にこたえるために、事業の周知を強化するとともに、会員養成講座の実施
方法を検討し、よりいっそう会員数の獲得に努めます。

一時預かり事業
(幼稚園在園児対象の預かり保育)

一時預かり事業
(幼稚園在園児対象の預かり保育以外の預かり保
育)

利用者支援事業
(基本型・特定型)

利用者支援事業
(母子保健型)

備考

時間外保育事業
(延長保育事業)

平成30年度利用実績 6,823人（年間延児童数）

・18時以降の保育を実施している各施設の定員数を合計した人数を記載して
います。

令和元年度定員 3,423
ニーズ量の見込み（確保すべき量） 1,275 1,265

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

確保不足数 充足 充足 充足 充足 充足

1,248 1,233 1,225
確保方策 3,655 3,655 3,655 3,655 3,655

放課後児童健全育成事業
(学童クラブ)

・学童クラブについては、地域子ども館として、放課後子供教室(あそべえ)と
一体的に運営を行っています。
・高学年児童の確保方策は、放課後子供教室（地域子ども館あそべえ）と連
携して実施することとしています。
・４年生以上の受入れについては、施設の拡充等の進捗や地域での子ども
の居場所の状況を見据えながら検討を進め、まずは保護者のニーズの高い
学校長期休業中の一時育成事業について優先的に検討を進めます。

平成30年度利用実績 1,113人（民間学童クラブ3か所80人含む）
令和元年度定員 1,285人（民間学童クラブ3か所80人含む）

確保方策
確保不足数

ニーズ量の見込
み（確保すべき

量）

180 190
730 730

子育て短期支援事業

平成30年度利用実績 51
令和元年度定員 730
ニーズ量の見込み（確保すべき量） 150 160 170

・0123吉祥寺、0123はらっぱ、桜堤児童館、おもちゃのぐるりん、境こども園
いこっと、すくすく泉、みずきっこ、とことこおやこひろばで実施します。
・令和４年度以降、新規施設での実施を目指します（確保方策には、既存の
地域子育て支援拠点施設による出張ひろば事業も含みます）。

ニーズ量の見込み（確保すべき量） 116,136人日 116,100人日 113,820人日 111,876人日 110,580人日

確保不足数 充足 充足 充足 充足 充足

・児童養護施設で実施します。

ニーズ量の見込み（実施箇所数） 11か所 11か所 11か所 11か所 11か所

確保方策 730 730 730

平成30年度利用実績 58,136
ニーズ量の見込
み（確保すべき

30,146 29,678 29,490 29,252

地域子育て支援拠点事業

平成30年度利用実績 81,820人日／８か所（乳幼児の延べ利用者数）

確保不足数 ３か所 ３か所 ２か所 １か所 充足
確保方策 ８か所 ８か所 ９か所 10か所 11か所

確保方策 68,000 68,000 68,000 68,000 68,000

29,233
35,993 35,434 35,210 34,926 34,903

5,105 5,720 6,150 6,549

確保不足数 充足 充足 充足 充足 充足
平成30年度利用実績 10,797（保育所7,039、すくすく泉1,708、ファミサポ2,050）
ニーズ量の見込み（確保すべき量）

12,320

1,708 1,708 1,708 1,708 1,708

20,332 20,575 19,957 19,469 19,071

病児保育事業(病児・病後児保育事業) ・ラポール、プチあんず、いながきで実施します。

確保不足数 2,215 1,442 209 充足 充足

ニーズ量の見込み（確保すべき量） 3,714 3,684 3,636 3,591 3,569
確保方策

― ― ― ― ―

平成30年度利用実績 938

確保不足数 充足 充足 充足 充足 充足
3,840 3,840 3,840 3,840 3,840

確保方策

12,320 12,320 12,320 12,320

4,089

平成30年度利用実績 467
・地域での多様な子育て支援の需要にこたえるために、事業の周知を強化
するとともに、会員養成講座の実施方法を検討し、よりいっそう会員数の獲
得に努めます。

ニーズ量の見込み（確保すべき量） 1,736 1,837 1,887 1,961 1,986

確保不足数 804 674 151 93 充足
確保方策 932 1,163 1,736 1,868 1,988

確保不足数 １か所 充足 充足 充足 充足

４か所
確保方策 ３か所 ４か所 ４か所 ４か所 ４か所
ニーズ量の見込み（確保すべき量） ４か所 ４か所 ４か所 ４か所

平成30年度利用実績 1,183人
実施場所：都内指定医療機関
実施体制：各医療機関で実施
一般健康診査：
〇初回　問診、体重測定、血圧測定、尿検査（糖、蛋白定性）、血液検査、血
液型（ＡＢＯ、Ｒｈ）、貧血、血糖、不規則抗体、HIV抗体検査、梅毒（梅毒血清
反応検査）、Ｂ型肝炎（ＨＢｓ抗原検査）、Ｃ型肝炎、風疹（風疹抗体価検査）
〇２回目以降　問診、体重測定、血圧測定、尿検査、保健指導、その他選択
項目（１項目選択；クラミジア抗原、経膣超音波検査、HTLV-1抗体、血糖、貧
血、Ｂ群溶連菌、ＮＳＴ（ノン・ストレス・テスト））
○子宮頸がん検診（子宮頚部細胞診検査）
○超音波検査（経腹）

ニーズ量の見込み（確保すべき量） 1,252人 1,221人 1,203人 1,188人

１か所 ２か所 ２か所 ２か所 ２か所
確保不足数 １か所 充足 充足 充足
確保方策

充足

平成30年度実績 ３か所

・基本型：0123吉祥寺、0123はらっぱ、桜堤児童館（令和３年度以降）で実施
します。
・特定型：市子ども育成課で実施します（保育コンシェルジュ）。
・母子保健型：健康課・市子ども家庭支援センター（令和３年度以降）で実施
します。

確保不足数 充足 充足 充足 充足 充足

1,180人

確保方策 1,252人 1,221人 1,203人 1,188人 1,180人

平成30年度実績 １か所
ニーズ量の見込み（確保すべき量） ２か所 ２か所 ２か所 ２か所 ２か所

54人

乳児家庭全戸訪問事業

平成30年度利用実績 1,376人
ニーズ量の見込み（確保すべき量） 1,214人 1,184人 1,166人 1,152人 1,144人

確保不足数 充足 充足 充足 充足 充足
確保方策 1,214人 1,184人 1,166人 1,152人 1,144人

就学後の子育て援助活動支援事業
(ファミリー・サポート・センター事業)

※未就学期は、「一時預かり事業」内に含めています。

妊婦に対して健康診査を実施する事業
(妊婦健診)

実施体制：10人
実施機関：武蔵野市健康課
委託団体等：助産師

実施体制：40人
実施機関：武蔵野市子ども家庭支援センター
委託団体等：NPO法人ひまわりママ、助産師、社会福祉士、ペアレントトレー
ナー他

養育支援訪問事業

平成30年度利用実績 50人
ニーズ量の見込み（確保すべき量） 51人 52人 53人 54人 54人

確保不足数 充足 充足 充足 充足 充足
確保方策 51人 52人 53人 54人


